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転写時の RNA の長さを制御する仕組みが明らかに 

     ―がん化のメカニズム解明につながると期待― 

 

【概要】 

 東京工業大学大学院生命理工学研究科の山口雄輝教授と山本淳一研究員らは、遺伝子

（DNA、デオキシリボ核酸）から作られる RNA（リボ核酸）の長さを、RNA ポリメラーゼ II

（用語１）に結合する「NELF」というタンパク質が制御していることを突き止めた。遺伝

子発現のエンジンともいえる RNA ポリメラーゼ II に NELF が直接作用して、RNA の長さを適

切にコントロールする仕組みを発見したもので、学術的な意義だけでなく、がん化の仕組

みの解明につながると期待される。 

NELF の働きを人為的に阻害すると、snRNA（用語２）やヒストンメッセンジャーRNA（用

語３）といった本来は短い RNA が適切なプロセシング（加工・処理）を受けず、異常に長

い RNA が作られるようになる。その結果、機能的に重要な snRNA やヒストン（用語４）が

働けなくなり、細胞は増殖できなくなることが分かった。 

RNA ポリメラーゼ II という酵素は遺伝子から RNA を写し取る（転写）。従来は、どこから

どこまでが遺伝子で、どこからどこまでを RNA に写し取るべきかという情報は DNA の塩基

配列に刻み込まれており、RNA ポリメラーゼ II は正確に転写を行なうと考えられていた。

 この成果は 6月 27 日（英国時間）に英科学誌「ネイチャーコミュニケーションズ（Nature 

Communications＝Nature の姉妹誌）」に掲載される。 

 

● 研究の背景 

 RNA ポリメラーゼ II という酵素は DNA から RNA を写し取る。これを転写と呼ぶ。DNA の

どこからどこまでが遺伝子で、どこからどこまでを RNA に写し取るべきかはあらかじめ決

まっている。転写は開始（RNA を作り始める段階）、伸長（RNA を伸ばす段階）、終結（RNA

合成をやめる段階）という 3 段階（図１）からなるが、転写を開始する位置はプロモータ

ーと呼ばれる塩基配列によって厳密に決まっており、プロモーターに RNA ポリメラーゼ II

といくつかのタンパク質が結合して転写が始まる。一方、転写の終結は「3´プロセシング」







【用語説明】 

 １．RNA ポリメラーゼⅡ：遺伝子発現のエンジンともいえる酵素で、細胞内の遺伝子の大

部分がこの酵素によって RNA へと写し取られる。 

 ２．snRNA：メッセンジャーRNA とは異なりタンパク質の情報を持たず、RNA として機能

している。細胞の核内で起こるスプライシングという反応（メッセンジャーRNA の中からタ

ンパク質を作るのに邪魔な配列を取り除く反応）に関わっている。 

３．メッセンジャーRNA：遺伝子→メッセンジャーRNA→タンパク質、という有名なセン

トラルドグマに登場する RNA の一種。タンパク質のアミノ酸配列に関する情報を含んでお

り、遺伝子からタンパク質が作られる過程の中間体として機能する。 

４．ヒストン：1メートルにおよぶ紐状のゲノム DNA を、十万分の一以下の大きさの細胞

の核内に収納するのに必要なタンパク質。ヒストンタンパク質はヒストンメッセンジャー

RNA から作られる。 

５．3´プロセシング：転写されたばかりの RNA は「未熟」であり、プロセシング（加工・

処理）という過程を経て「成熟」し、機能を発揮できるようになる。プロセシングの一種

である 3´プロセシングは RNA の末端を正確に作り出す反応であり、RNA の長さを決めると

いう重要な役割を果たしている。大部分のメッセンジャーRNA の末端には、3´プロセシン

グによってポリ Aというアデニン塩基が数十〜数百個連続した配列が付加される。 
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